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インスリン受容体は、選択的スプライシングにより IR-A と IR-B のアイソフォームが生じます。IR-B が主に代謝
調節に関連する一方で、IR-A は、がんの増殖に関わると言われています。今回は、IR-A を選択的に標的とするア
ンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）を開発したという論文をご紹介します。 
 
 
 
▶ Identifying antisense oligonucleotides for targeted inhibition of insulin receptor isoform A 
インスリン受容体アイソフォーム A の標的阻害を目的としたアンチセンスオリゴヌクレオチドの同定 
 
IR-A はいくつかのがんと関連しているものの、これまでは IR-B との相同性が高いために IR-A のみを制御するこ
とは困難であったと筆者らは言います。ここでは、IR-A のみを標的とする ASO の開発について報告しています。
IR-B のオフターゲットノックダウンを最小限に抑え、乳がん細胞、ユーイング肉腫、前立腺がん細胞における IR-A 
mRNA の選択的な減少が可能であったことが示されています。がんにおける核内 IR の潜在的な機能、核内局在と
転写調節における IRアイソフォームの役割などがまだ明らかにされていないという懸念事項があるとしながらも、
研究ツールや治療的な価値が見出せるものと、筆者らはその価値を評価しています。 
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そのオリゴ合成、承ります！ 
文献のアプリケーションには、日本遺伝子研究所のオリゴヌクレオチドをお勧めします！ 
 
様々な ASO 合成や修飾を承ります。論文に登場する gapmer ASO の合成も可能です。 
是非ご相談ください。 
 
 
アンチセンスオリゴヌクレオチド（S 化、2´修飾） 
⇒詳細はこちら 
 
架橋型人工核酸（LNA、cEt） 
⇒詳細はこちら 
 

https://ngrl.co.jp/category1/modify/page_365/
https://ngrl.co.jp/category1/modify/page_5869/

